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気象予報士 CPD 制度の 創設

　　　　　 平松 信 昭戦 與語 基宏，雨宮 浩 樹，作 野 悠介 （気 象予 報 士 会）

1 ．気 象予 報士 制度の 生 まれ た背景 と現 状

　気 象 予 報士 制度は 天 気予報の 自由化に あた っ て ，天 気予

報の 品質を十分 に確保す る必 要 か ら生 まれ た 制度 で あ る．

　気象庁か ら提供 され る観測資料や数値予 報 資料等，高度

な 気 象 データ を正 確 に理 解 して ，適 切 に 利 用 す る こ とが で

き る と認 め られ た者 を 『気象予 報士』の 資格 を 与 え，現象

の 予 測を行わせ る こ とに なっ た．

　気象予 報士 制 度 が創設 され て 17 年 が経過 し，8000 名 を

超 え る気象予 報士 が 登 録 され てい る．そ の 中の 約 1 割 は予

報業務許可事業者等 で 気象業務に 携わ っ て お り， また 何割

か は 国 や 自治体等の 気 象業務に従事 して い る．多 くの 気象

予 報士 は気象業務 を本 業 とは しな い が，気 象 予 報 士 と して

の 知 識 や 技 術 を活 か して ，一般市民 を対 象 と した 気象知識

や防災知識 の 普及 活動 な どを行 っ て い る．

2 ．CPD 制 度 の 必 要 性

　CPD （Continuing　Prefessional　Develop 皿 ent ＞ とは 継

続的技能研鑽プ ロ グラ ム の こ とで ， 欧米 で は専 門職 に対 し

て は 広 く取 り入 れ られ て い る制 度で あ る．我 が国 に お い て

も技術系 の 資格で あ る技 術士 ，建 築 士 等 で は，CPD が 取

り入 れ られ，法 律 等 で 「資質の 向上 を 図 る よ う努 め なけれ

ばな らない ．」 と され て い る，

　
一

方，気 象予 報士 は，一度取得す る と
一

生涯 有効な資格

とな っ て い る、

　科 学 技 術 は 日 々 進 歩 し，各種情報の 多様 化，・高度化 が

進展 し てお り，気象業務の 実務者や
一
般市民向けの 気象知

識
・
防災知識 の 普及 活動を行 っ て い る気象予 報士 は絶 えず

最新の 情報 をア ッ プ デ
ー

トし て い く必 要 が あ る．

　さらに，国 土交 通 省 の 「調 査 ・
設 計等分野 に お ける 品質

確保 に 関す る懇談会」 に お い て ， 技 術者 と して ふ さわ しい

技 術 資 格 の 要件 と して ，そ の 資格 が継続研鑽 を義務付 け ま

た は 努力規定を設 けて い る こ とを掲 げて い る 1）．現在 は 国

が 発 注 す る 気 象 予 測 業 務は 気 象予 報 士 の 取 得 を 条件 と し

て い る が，将 来 もそ うで あ る とは 言い 切れない ．

3 ．気象予 報 士 CPD 制度創設 準 備 委 員 会 の 開催

　気 象予 報 士 CPD 制度の 創設に 向けて ，（社）日本気象予

報士 会 （以 下，予 報 士会） で は，2010 年 か ら気象予 報士

CPD 創 設 に 向 けた検討 を開 始 し，各方 面 に 協力 要請 を行

っ た．そ し て ，2011 年 6 月 4 日に 第 1 回 気象予 報 士 CPD

制度創設 準 備 委 員会 を 開催 した．

　委 員会 は ，予報 士 会，気象学会，NPO ， 民 間 企 業か ら

の 6 名 の 委員で構成 し，委員 長 に は（社）日本気象学会理事

教育と普及委員会 委員長 の 田 中博 氏 が就 任 し、予 報士 会

が 事務局 を 引 き受 け た．

　委員会は 2012年 4 月 28 目 ま で の べ 5 回，開催 した．

4 ．CPD 制度の 概要

　CPD で は，気象予 報士 の 知識 ・技術の 維 持向 上 を 支援

す る観点 か ら，な るべ く広 い 分野に わ た る題材を選択する

と とも に，最新 技 術 を 取 り入 れ て 常 に 最新の 技能 が 獲得で

きる よ うに 配慮す る必 要 が あ る．

　CPD の 教育分野 とし て ，他の 先行す る組織の CPD 分野

を参 考 に，CPD の 対象分野 を 3 っ に 分類 し た．

　 1 ．専 門技術

　 皿．関連技術

　 皿．基 礎知 識

　CPD プ ロ グラム は，講習会，研修会 へ の 参加学習 を基

本 に ，論文等の 発表，企 業内研 修や OJT ，技 術指導 を加

え る，業務経験，委員会 へ 参加 や自己学習な どに つ い て も

毎年
一

定時聞数を CPD ポイ ン トと して認 定す る．

　教育内容 に よ っ て ，時間，日，月 単位 で 評 価 し，「時 間

重 み 係 数 」 で CPD ポ イ ン トへ の 換 算 割 合 を調 整 す る．

　認 定 に あた っ て は，複数の 形 態で 取 得 す る こ とが 望 ま し

い が，少なくと も業務経験や自己 学習だけで，認定条件を

満たす こ と が無 い よ うに最大時間数 を設 定 す る．

　CPD の 取得 目標 は 1年 間 に 20 ポ イ ン ト以 上 ， 3 年間で

120 ポ イ ン ト以上 とする，その うち，基礎知識は 3 年間で

10 ポ イ ン ト以 上の 取 得を 日標 とす る．

　過 去 3 年 間 に ，上 記 の CPD 目標 を 満た した 気 象予 報 士

は，「CPD 認 定気象予 報士 」 とす る，初 回 の 認 定 時 に は 1

年間の 実績 （20 ポ イ ン ト以 上 ）で認 定を 与え る，

　CPD の 記 録 は，気 象予 報士 自身が 登録す る もの とし，

登録された 記録 は　CPD 認 定組 織が 責任を も っ て 管理 す

る ．ま た，作業者の 便宜 を 図 る た め
， イ ン ター

ネ ッ トの

Web サ イ トで，登 録，変更 ，確認作業が行 え る よ うに シ

ス テ ム を準備す る．

　CPD 制 度 の 適正 な運 用 を 図 る た め ，　CPD 記 録 の 監 査 を

行 う．監査 は，毎年 ，CPD 記 録 者 の 中か ら一定 の 人 数 を

抽出 し，CPD 認定組織が 指名 した もの が監査す る．そ の

際，CPD 実施記 録 の 提 出 を求 めた り，本人か ら直接 ヒヤ

リン グ を行 う．

　CPD の 認定組織 と し て は ， 準備委員会 と同様に，様 々

な 立 場 の 組 織 か ら代表 され る委員に よ っ て 構成 され る運

営委員会 を設 置 して行 う こ とが 望 ま しい ．

5 ．今 後 の 予 定

　2013 年 4月 の CPD 制 度 の 試 行 ス タートに 向け て，運

営委員会 の 設置を進め，具体的な制度設計や シ ス テ ム 開発

を行 う予 定 で あ る ．

1）国 土 交 通 省 ，2010 ： 技 術者 評 価 に つ い て （案 ） ，
http：〃www ．nilim ．go ．jp！lab！peg！siryou ！chousasekkei ＿hin
kakukon／3−6＿shiryou ；pdf
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